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露國天文墨者の救齎
　露國天丈墨者救濟委員會ltより獲逡ぜられた下の手紙lt今日迄に爲し來られし事．

柄に封ずろ記事な供すろil共【慧助ほ援助の必要の存在する事を示めしてみろ。

　　　　　　　　　　　l923年1月25日
　　　　　　　　　　　　　　　　ウィスコンシン州、ウイリア．ムス1轡

　　　　　　　　　　　　　　　　ツカゴ大漁、ヤーキース天則墓護

　寿啓　露岡に於ける我等同僚の救出の爲めに1922年中に此のi委員會の手旭以って
米日天丈學者の取った方法ば成功1ゴこS認めて宜敷かるべく候。
　最近に至る迄委員會へば2039・85弗の逡金有之候支出1鑓937・エ8弗に候ひき。
差引45弗ば寄附者により特［二指示され力爲め個人への部分けミして跨る爲めに保留

され候之ltee助に蔵する濡めに用ふるな得る57。67弗の差額の残掠ぜるな示力し
候。

　ISQ箇の食糧入の袋の中から唯二箇丈（是等に醤し受取らるべき答¢爲めに蒔問
ltあっずこが）ばA．R・Aから受取書換言ぜば受領者から鱗禮扶な受認らず候ひき。

我等lt退れ為アメ）J二等濟施政（A・R・A）の能率【こ封ずろ一顯著なる貢獣であろt
謬掴むろ石【こ候。

　入室に約十’E．箇の學會の各個入に許してit正規の毎月の分與た仕り候新しい牧
穫に鑑みれば毎月の食糧包捌1，指するの必要に關し直接世論為待つ方が賢明なろべ
く存：ぜられ候　食糧ぼ歎態ば：或ろ地方でrs／非常に良好に有之候　プ］V・Uフに於ける

我が同僚の一人の言によれば彼ば非常に前より強壮ごなつ’rこ警め彼り上衣のボタン
かつけかへ測ゴならなくなつtl　iS　OP事［t候クリミヤに於’ては瓶態ば今や最悪に有

之候　我等ば正貨20弗な二上捕緯され流刑に庭ぜられ六ス1・ラトノフ氏に・同額な

チュニスのビセルタに於ける一無言者ヵりしウ／ソツトスキー氏に迭附仕り候是．
馨流刑者巨特別の同情定援助εを受ぐべき人々に有之鷹栖金の或部分ぽ委員會に
適當ざ見受t3られる食物以外の露國救濟の望めに如何なる形式に於ても使用し得る
Eの了解の下［：我等の手に委れられ來り候　かくて我等1司馬逸からプ1レコン三豊憂
へ教授マルス6ウナ）レフ（Max　Wo10の親切な二化由って．約35打の爲四月の供給

ん受けろ爲めに30弗奄逞金仕り候　又我等口大まかな万引でノ〈心中及後の年の書物
挿な完成する爲めにA・treii　mical　Journa】，　Populir　Astronomy・及びAstrophysica1

∫ourna，1¢諸巷奄プ］vコフの及びモスゴウ大払の天文墓召書濫用［L’購求致し候o

Ceraski家に遂に到蓬仕り候。而して彼等に凡て我等の食糧袋為受取り候我等置
叉彼等に基本A・R・A20弗画論た・直り申し候．シモン、ニューカムの子女［W－kの冬
の廃りたしのぐ7こめにC・raslcisの爲め今や私に準備致し居り候。
　我等の暗示によリウナシン〉ンのカーネギー翁島ば我等の名鋤こある露國の＋ご
天文蔓及び大學へ其の天文學的出版物の一組を非常に大まかに寄贈ぜられ芝之れ
に二二人により充分尊重ぜらるべき贈物に有之候彼等ば往々食物からよりも二二的
：滅罪の贈物からより．多く道：魚的援助奄感ずるSさえ串し居り候。

　既の事情の下に、．我等巨少くEl，飾3CO弗秘準備して露國の最悪の状態の部：分に
於ける困難の專輌を庇護し又乗り上げナこ流刑者の爲めに使用致し度く候　蛙故に我
等の伺ひ度さば貴天文蘂の僚員が昨年我等に送附ぜら・れナこ同様な二箇月毎の寄附秘

一若しこれが寄附者に都合よくば爲し下さらすP？Sの事1：有之薩　御迭附の食糧
袋に來る二週間勲に殆ご冬の末高論露園同僚に到着し始むべく候其頃ぼ丁度食物の
供給LM，e．少なるべく候。．

　露國から受けた讃評の表示は非常に町重にして殆ご當惑心しめる程に有之候　此
の理由の爲めに殆ご記し得ざろ次第に有之候っ

　從前の如く小切乎ぱ此委員會の委員長か詣圖に作成ぜらろべく候。

　終りに此の計書に樹し貴下の懇ろなろ共同奄多謝仕り候。　　　敬白

　　　　　　　　　　　露國天丈諜者救濟委員會

　　　　　　　　　　　　　　委員長　　　エドウィンB・　フロスト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．バン　tt“　・一スプノレヅク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　オツトe　ス〉，レーフエ


